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●点 鐘       会長 堀口 裕之 
●ロータリーソング  

それでこそロータリー 
●四つのテスト 
●ビジター・ゲストの紹介 

高山市秘書交流課 谷開 博秋 様 
●会長の時間     会長 堀口 裕之 

本日は友好クラブ交流委

員会による担当例会で「平塚

市との交流やその歴史」につ

いて高山市秘書交流課 谷

開 博秋 様より卓話をして

いただきます。田中委員長よ

ろしくお願いいたします。 

さて３月のロータリー特

別月間テーマは水と衛生です。1992 年に開催され

た国連総会本会議において、1993 年から毎年 3 月

22 日を「世界水の日」とすることが決議されまし

た。2014 年日本で開催された世界水の日記念式典

「水とエネルギーのつながり」 で基調講演を行っ

た当時の国交大臣である太田国土交通大臣は講演

の中で、我が国は、世界有数の多雨地帯であるモン

スーンアジアの東端に位置し、年間降水量は約

1700 ミリメートルです。世界平均の約 2 倍であ

り、水資源は豊富だと思われがちです。しかしなが

ら、地形が急峻であることから、降った雨は一気に

海に流れます。このため、水資源を津々浦々で安定

的に確保することに大きな労力を費やす一方で、

降雨が短時間に集中した時には、大きなエネルギ

ーとなって洪水が発生するといった特性も持って

います。我が国では昔から度重なる洪水や渇水の

被害を軽減するため、努力と工夫を重ねてきた結

果、河川を制御しようとするのでなく、河川をなだ

め、自然と折り合い、自然との共生を考えながら

様々な形で技術を獲得してきました。我が国の水

技術は、自然と向き合い、自然から学ぶとともに、

国土に働きかけながら築いてきたものであり、そ

の過程を含め、世界での水に関する取り組みにお

いても、大いに参考になるものと考えます。我が国

はこれまで、「国連水と衛生に関する諮問委員会」

や「世界水フォーラム」等国際的な議論の場や、我

が国の経験と実績を活用した国際協力の取り組み、

官民が連携した取り組み等を通じて、水と衛生分

野、防災分野の問題解決に向けた支援を行ってい

ます。今後も引き続き、我が国の水技術を活用した

支援を行い、世界の水問題解決に取り組んでまい

ります。と話されました。 

ロータリー特別月間テーマ水と衛生と聞くと

「井戸を掘ろう」「浄水設備を設置しよう」といっ

た発想に向かいがちです。それもよいとは思いま

すが、太田元国交大臣の基調講演を思い出し、今後

のロータリー活動に生かしていきたいと思います。 

 

●幹事報告      幹事 高橋 厚生 
◎ＲＩ本部より 

・ロータリアン誌 3月号 

 

◎国際ロータリー第 2630地区

ガバナー事務所より 

・第 9回日台ロータリー親善 

会議 札幌大会のご案内 

日時：5月 31日（土） 

13：00～  

会場：グランドメルキュール札幌大通公園 

登録料：28,000円 

 

○伊勢ロータリークラブより 

・2025-26年インターアクト年次大会事前告知 

日時：8月 4日（月）～5日（火）  

会場：伊勢会館 

登録料：17,000円 

 

◆会長  堀口 裕之  ◆幹事  高橋 厚生  ◆会報委員長 中屋 出  ◆会報担当 長瀬 栄二郎 

 

 会員数 出席会員 出席数 Make-up 出席率 

本日 

1386 回 

53 名 53 名 42 名 ----- 79.25％ 

前々回 

1384 回 
53 名 53 名 31 名 3 名 64.15％ 

 

高山中央ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT 

＜出席報告＞ 

 

2024～2025 年度 高山中央 RC 会長テーマ 

美しい調和  「beautiful harmony」 

 

WEEKLY REPORT 
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○高山ロータリークラブより 

・例会休会のお知らせ 3月 20日（木） 

休会（法定休日） 

 

○高山西ロータリークラブより 

・例会変更・休会のお知らせ  

3月 21日（金）休会（定款により） 

4月 11日（金）休会（定款により） 

4月 25日（金）8：00～ 新緑例会  

コマツ粟津工場及び金沢樓  

 

＜高山市民憲章推進協議会より＞ 

・令和 7年花苗の申し込みについて 

 

＜(株)くみひだ より＞ 

・会社設立のお知らせ 

 

＜会報＞ 

 ・下呂ＲＣ 

 
●友好クラブ交流委員会 
          委員長 田中 雅昭 
皆さんこんにちは。本日は交流

委員会の担当例会です。今年度

は平塚湘南ロータリークラブ

さんとの交流はございません。

そこで新会員さんもお見えに

なりますので、今一度高山市と

平塚市との友好都市の歴史や

活動内容等について、高山市秘

書交流課の谷開博秋氏に卓話をお願いしたいと存

じます。宜しくお願いいたします。 

 
●高山市秘書交流課   谷開 博秋 様 
「平塚市との交流やその歴史」 
みなさん、こんにちは 

高山市役所 秘書交流課の谷

開です。 

本日は高山中央ロータリーク

ラブ様の例会にて「平塚市との

友好都市交流」について、ご用

命をいただき誠にありがとう

ございます。 

私ども秘書交流課では、「高山市都市提携委員会」

の事務局をさせていただいておりますので、都市

提携委員会での交流活動を中心にご紹介させてい

ただきます。 

なお、私は令和 6 年度から国内交流を担当してお

りますが、令和６年度で平塚市には３回訪問させ

ていただきました。 

 普段なかなか行く機会がない中で、お仕事とし

て行くことができ、貴重な体験をさせていただい

ていることをありがたく思っています。 

高山中央ＲＣさまは、平塚湘南ＲＣさまと友好ク

ラブ提携をされているということで、平塚市につ

いてはご存じの方もいるかと思いますが、ご容赦

いただき資料に基づきご説明させていただきます。 

友好都市提携の経緯について：資料１ページ 

平塚と高山の出会いは大変古く、西暦１０８７年、

今から９３７年前に平塚八幡宮の御分霊が、山口

町の桜ヶ岡八幡宮に祀られたころからと言われて

います。その後、昭和５７（１９８２）年に平塚市

が市制５０周年を迎えるにあたり、友好都市の相

手方を市民に対し募集したところ、高山市が選ば

れ、昭和５７年１０月２２日に友好都市提携を結

んだ、本年１０月で４３周年です。 

お時間が限られますので、こちらは後ほど資料を

ご確認いただければ幸いです。下の方の数字につ

いて簡単にご紹介します 

令和 7年度当初予算案では一般会計 1,060億円（高

山市 605億円:1.7倍） 

・人口は昨年 8月時点で約 26万人：高山 8.3万人 

約 3倍 

 近年の平塚市は転入超過の状態で、人口が増え

ている状況 

・市職員数は 平塚 2,565人：高山 825人の約 3

倍 

・議員定数 26人：高山 定数 24人 

すこし余談になるが、平塚市職員さんとの会話の

中で 

・平塚市内には「お土産物屋さん」や「道の駅」は

ないそうです。（実際に、お土産を買うのに苦労し

た） 

平塚市の見どころについてです。 

こちらは次ページからの事業説明と重なりますの

で割愛させていただきます。 

１．湘南ひらつか七夕まつりへの「郷土芸能」の派

遣事業について 

・記録として残っている範囲で、平成２年には下切

町の金蔵獅子を派遣 

・台風、コロナで中止の年もあったが、それ以外に

ついては毎年派遣している 

・市町村合併後は支所地域の郷土芸能も派遣して

いる 

・旧町村のすべての地区（９町村）も、１回は派遣

している 

・郷土芸能披露では比較的若い市民（20～40 代）

が平塚市を訪れるよい機会 

・平塚市民にとっても当市の郷土芸能に触れてい

ただくことで、市への興味を持ってもらう良い機

会になっていると実感 

２．小学５・６年生を対象としたスノー＆マリン交

流事業 
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・マリン交流は人気だが、スノー交流は高山の児童

集めにすこし苦戦傾向 

（今年の 12 月実施に向けて、もし 5・6 年生の子

を持つお知り合いによろしく） 

・子によって親元を離れるのが初めての子もおり、

いわば冒険の旅 

・今回のマリン交流でも、ホームシックになる子も

いたり、熱中症になる子、けがをする子などもいた

が、看護師含めサポートし、全員最後まで参加でき

た 

・盛りだくさんの活動を通じて意気投合したこど

もたちは、解散式では離れを悲しんで泣いている

子もいるなど、こどもの純粋さを見ていて感動し

た 

・感想文には「楽しかった」「いい経験ができた」

という内容が多かったが中には、平塚市が大好き

になったので私は大きくなったら平塚に住みたい

と書いているのを見てすこし複雑な心境にも。 

・保護者アンケートでは、こどもの成長を感じられ

たなど、感謝の内容が多い 

・事務局としては正直、この事業が一番大変（準備・

帯同など含め）であるが、同時にやりがいを感じら

れる事業で、平塚市も続けていきたい意向 

・この交流に参加した子たちにとっては一生の思

い出になっていると思いますし、将来大きくなっ

ても、両市の友好の架け橋となってくれることを

期待する 

３．市民ツアーについて 

・当委員会では周年に該当しなくても４市いずれ

かは毎年ツアーを実施 

・昨年１１月の平塚市へのツアーでは、平塚のほか

に神奈川県内の箱根も行程に加えたが、ツアーで

ある以上集客も考慮しなければならない事情があ

る 

・一人でも多くの方に友好都市に行ってもらうと

いう点では一定の効果あり 

（市民ツアーを企画し広報たかやまなどでお知ら

せするので、ぜひ機会があればご参加をお願いし

たい） 

以上、お時間になりましたので以上で平塚市との

都市提携委員会における交流活動について、ご紹

介を終わります。 

ご清聴、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●友好クラブ交流委員会 
          委員長 田中 雅昭 
谷開様本日はありがとうございました。次年度は

平塚湘南ロータリークラブさんとの交流も計画さ

れると思いますので、たくさんの会員さんの参加

をお待ちしています。 

本日はありがとうございました。 
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  ＜会員誕生日＞ 

堀口 裕之    Ｓ４１年 ３月 ９日 

渡辺 修治    Ｓ２６年 ３月１２日 

長瀬 栄二郎   Ｓ４９年 ３月１３日 

久々野 国良   Ｓ２３年 ３月１９日 

岩本 正樹    Ｓ３５年 ３月２１日 

 

  ＜パートナー誕生日＞ 

中田 学    康予    ３月 ３日 

大原 誠    朋子    ３月 ６日 

剱田 廣喜   恵子    ３月１３日 

久々野 国良  光枝    ３月１４日 

高原 清人   美奈子   ３月１５日 

小出 貴博   幸子    ３月２０日 

三枝 祥一   敏江    ３月２８日 

 

  ＜結婚記念日＞ 

今井 哲也   Ｈ１４年 ３月 １日 

住  裕治   Ｈ２６年 ３月 ７日 

井ノ下 雄志  Ｈ１８年 ３月 ９日 

小出 貴博   Ｈ１３年 ３月１０日 

大保木 正博  Ｓ５８年 ３月１３日 

三枝 祥一   Ｓ５４年 ３月２６日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高山市秘書交流課 谷開博秋様のご訪問を理事 

役員一同歓迎致します。本日はよろしくお願い 

致します。          役員理事一同 

 

本日は、高山市秘書交流課 谷開博秋様に高山 

市と平塚市との交流について卓話をして頂きま 

す。よろしくお願い致します。  田中 雅昭 

 

本日、妻の誕生日に素敵なお花をありがとうご 

ざいました。           中田 学 

 

1月に開催しました「伊藤正隆さんの叙勲のお祝 

いの会」の残金がありましたのでニコニコへ。 

 大保木 正博 

 

雫宮祭りのポスターを置いておきました。お店 

や事務所に貼って頂けたら幸いです。よろしく 

お願い致します。        都竹 太志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜3月のお祝い＞ ＜ニコニコ BOX＞ 


